
ＮＯ 部門 氏　名 学科 学年 所属 内　　　容

1
創立者
古屋賞 土屋　迅行

ツチヤ　     トキユキ 社会科学
研究科

2 江藤俊昭ゼミ
修士論文「自治体行政に対する監視機能の拡充に関する考察－自治体監査制度を中心にして－」は、独創性
の高い、極めて優秀な論文である。

2
創立
者古
屋賞

ボリス　ムジコフ 商 4 レスリング部

文部科学大臣杯　全日本学生選手権大会フリースタイル　優勝(２００８・２００９年)
文部科学大臣杯　全日本学生選手権大会グレコローマンスタイル　優勝(２００７・２００８・２００９年)
全日本大学グレコローマン選手権大会　優勝(２００６・２００８・２００９年)
内閣総理大臣杯　全日本大学レスリング選手権大会フリースタイル　優勝(２００８年)

3
創立
者古
屋賞

郷
ゴウ　

　　亜里砂
ア　　リ　　サ

商 4 スケート部
全日本学生スピードスケート選手権　スプリント部門　総合優勝(２００８・２００９年)
ユニバーシアード冬季大会(中国)日本代表　100m・500m・1000m  出場(２００９年)
日本学生氷上競技選手権　500m・1000m・2000mリレー　優勝(２０１０年)

4
創立
者古
屋賞

藤澤
フジサワ

　　勇
イサム

商 4 陸上競技部
世界陸上選手権大会(ドイツ・ベルリン)　20km競歩　日本代表(２００９年)
第２５回ユニバーシアード競技大会　20km競歩　第６位(２００９年)
第８８回関東学生陸上競技対校選手権大会　10000m競歩　優勝　日本新記録(２００９年)

ＮＯ 部門 氏　名 学科 学年 所属 内　　　容

1 学術 楊
ヨウ

　　　娜
  ナ

社会科学研究科 2 堀越芳昭ゼミ 修士論文「人材派遣による日本企業の変質」は、極めて優秀な論文である。

2 学術 渡邉
ワタナベ

　高永
タカナガ

社会科学研究科 2 秋峯晴男ゼミ 修士論文「給与所得控除制度に関しての一考察」は、極めて優秀な論文である。

ＮＯ 部門 氏　名(団体名) 学科 学年 所属 内　　　容

1 学術 濱本
ハマモト

　篤史
  アツシ

政治行政 4 日高昭夫ゼミ

卒業論文「並行在来線問題」の内容が秀逸である。整備新幹線の開通により、JRから分離廃線となった「並行
在来線」を、地元などの第三セクターが赤字覚悟で引き受けざるを得ない実態やその政策上の問題点を鋭く指
摘し、JRや国の政策に対して提言している。

2 学術 大学自慢コンテスト

出場チーム

法
・

政治行政
3

平成２１年１１月８日に行われた「第３回大学職員サミット・大学自慢コンテスト」に出場し、４名の学生と職員１名
が、本学の魅力を映像を使いながら発表した。駅伝をはじめとするカレッジスポーツの振興はもちろん、地域社
会との結びつきを深める特色ある活動の推進などについてのプレゼンテーションは、審査員からの好評を得た。
今回のコンテストに、学生が参加したのは本学だけであったため、大学関係者のみならず、一般の聴衆にも強
い印象を与えることができ、本学の名声を一層高めることに貢献した。

3 学術
チーム山梨農

(サンリノ)
現代ビジネス

社会人基礎力育
成講座「アクショ
ンラーニング」

社会人基礎力育成グランプリ２０１０の東日本地区予選大会において、本学の代表として出場した「チーム山梨
農(サンリノ)」は、全国３９大学の代表チームのうち、準優秀賞を受賞した。

4 スポーツ 森川
モリカワ

　一樹
 カズキ

法 4 レスリング部
２００９年全日本レスリング選手権　フリースタイル６６ｋｇ３位
２００９全日本選抜レスリング選手権大会　フリースタイル６６ｋｇ３位

5 スポーツ 田中
  タナカ

　翔太郎
ショウタロウ

現代ビジネス 3 スケート部 第３２回日本学生ショートトラックスピードスケート選手権大会　１０００m、１５００0m優勝

6 スポーツ 田中
タナカ

　　光
ヒカル

現代ビジネス 3 ラグビー部 第６４回国民体育大会　成年男子ラクビー競技優勝

7 スポーツ 大谷
オオタニ

　康太
  コウタ

法 4 陸上競技部 第２１回出雲全日本大学選抜駅伝競走大会　総合２位・５区区間賞

8 スポーツ ジョン　ナリ 現代ビジネス 3 ホッケー部 第３１回女子全日本学生ホッケー選手権大会　優勝・最優秀選手賞受賞

9 スポーツ 浅見
アサミ

八
ハ

瑠
ル

奈
ナ

現代ビジネス 3 柔道部
第２５回ユニバーシアード競技大会　４８ｋｇ級優勝
スウォン　ワールドマスターズ2010　４８ｋｇ級優勝

10 スポーツ 鈴木
スズキ

　聡美
サトミ

経営情報 1 水泳部 第８５回日本学生選手権水泳競技大会　平泳ぎ1００ｍ優勝（日本新記録）

11 スポーツ 土橋
ツチハシ

　浩章
ヒロアキ

経営情報 4 硬式野球部 平成２１年度関甲新学生野球リーグ戦　春季ベストナイン賞・秋季最多盗塁王受賞

12 スポーツ 三浦
ミウラ

　麻奈美
     マナミ

商 4 テニス部 平成２１年度関東学生テニスリーグ　２部２位１部昇格に主将及び選手として貢献

13 スポーツ 佐藤
  サトウ

　みなみ 法 2 バスケットボール部 第５９回関東大学女子バスケットボールリーグ戦　３部優勝２部昇格に貢献・優秀選手賞受賞

14 スポーツ 岡田
オカダ

　佳織
  カオリ

経営情報 2 ソフトボール部 第８回ワールドゲームズ・ソフトボール競技日本代表　優勝

15 スポーツ 森尻
モリジリ

　剛司
　ツヨシ

政治行政 4 サッカー部 第４２回東京都大学サッカーリーグ戦　３部優勝２部昇格に主将及び選手として貢献

16 スポーツ 福田
  フクダ

　　崇
タカシ

政治行政 4 空手道部
第９回アジア空手道選手権大会　団体形優勝
第５３回全日本大学空手道選手権　団体形２位

17 資格 　野村
ノムラ

　直輝
ナオキ

商 4
資格チャレンジ

総合研究室
日商簿記検定試験１級合格(平成２１年１１月に実施された試験において、甲府商工会議所管内で受験者４１名
中、唯一の合格者となった。)

18
団体
活動 ダンス部

学内・学外ともに、精力的な活動を実践している。特に、学外の活動では、本学を会場に山梨県内４大学(山梨
学院、山梨、山梨英和、山梨県立)による「ダンスフォーラム」を年２回開催している。出演者は総勢１５０名にも
及び、ダンス、チアリーディング、ジャグリングなど多彩なイベントとして地域の方々からも好評を得ている。近
年、学生の公認団体への加入率が低下する中、部員数は４６名で、規模、活動内容、イベントの観客動員力な
ど、他の団体に与える影響は少なくないと思われ、本学の個性化と公認団体の活性化にも貢献している。

19
団体
活動

山梨学院ＡＬＴＥＥＳ

（チアリーダー部）

学内における行事はもちろん、山梨県内で行われるスポーツ大会や各種イベントにも多数参加し、地域社会へ
の積極的な参加と交流において寄与するところは大である。華々しい存在であるチアリーダー部部員の真摯な
取り組みとその貢献度は、学内は元より社会からも高く評価されている。

ＮＯ 部門 氏　名(団体名) 学科 学年 所属 内　　　容

1 資格 櫻林
サクラバヤシ

　ひかる 食物栄養 2

一般消費者がサプリメントを使用するにあたり、正しい知識を提供し、その選択・使用において適切なアドバイス
を行う資格「サプリメントアドバイザー」の認定試験に見事合格した。取得には、栄養士必修の教科目のほか、
薬理学や最新のサプリメント動向など多くの知識の習得が必要であり、取得者の多くは薬剤師が占めている。こ
の資格取得を通して、現在の日本の健康問題を深く理解したことは、栄養士の知識に付加能力を授け、保健領
域のエキスパートとして大きな成長をもたらした。

2 資格 　　 峯村
ミネムラ

　真実
    マミ

食物栄養 2

一般消費者がサプリメントを使用するにあたり、正しい知識を提供し、その選択・使用において適切なアドバイス
を行う資格「サプリメントアドバイザー」の認定試験に見事合格した。取得には、栄養士必修の教科目のほか、
薬理学や最新のサプリメント動向など多くの知識の習得が必要であり、取得者の多くは薬剤師が占めている。こ
の資格取得を通して、現在の日本の健康問題を深く理解したことは、栄養士の知識に付加能力を授け、保健領
域のエキスパートとして大きな成長をもたらした。

3
社会
活動

山梨の郷土食
グループ

食物栄養 2 依田萬代ゼミ

山梨県栄養士会、山梨県身延竹炭企業組合、山梨県調理師会の協力を得ながら、食育に関する共同事業を行
うことによって、本学の知名度を高め、山梨の食育の推進及び食文化構築に貢献した。受賞事業として、農林水
産省「地域に根ざした食育コンクール２００９」で特別賞(平成２２年２月１３日、東京国際フォーラムにて、表彰
式・受賞活動フロア発表会に出席)、「食の祭典やまなし」で山梨県調理師会長賞、若鮨×本学 オリジナルメ
ニューコンテスト２００９」で入賞、「笛吹市アレンジほうとうコンテスト」でギャル曽根賞が挙げられる。

4
社会
活動

子育て支援活動
推進グループ

保育 2 山内淳子ゼミ

ＦＭ甲府において、１０年以上に亘り約６５０回放送されている、ラジオ子育て相談番組「楽しい子育て」(回答者
は附属幼稚園園長・同主任)の相談・回答内容のうち、約３００回分の書き起こしを卒業研究の一環として行っ
た。その内容は、Ｑ＆Ａ形式に要約した上で今後、本学のホームページに掲載していく計画である。子育てに不
安を抱える保護者が多い今日、様々な子育ての悩みに応えていくことは重要であり、本活動は保育科学生の社
会貢献として、極めて評価に値するものである。

　【スチューデンツ オブ ザ イヤー賞 ・ 短期大学】

　【　創　立　者　古　屋　賞　】

平成２１年度　創立者古屋賞 及び スチューデンツ オブ ザ イヤー賞　受賞者一覧

　【スチューデンツ オブ ザ イヤー賞 ・ 大学院】

　【スチューデンツ オブ ザ イヤー賞 ・ 大学】
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